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２　校内研修プログラムの特長
　本書の第２章・校内研修プログラムは、それぞれ「解説編」と「研修の実際編」で構成
しています。「解説編」と「研修の実際編」は、全て見開き２ページで掲載しています。

解説編　　各研修において押さえておきたい内容の要点がまとめられています。

研修の実際編　　実際の研修の流れがまとめられています。
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「読むこと」の言語活動の具体例
「読むこと」の言語活動には、次のような例があります。

言語活動例 具体例
ア 　 活字体で書かれた文字を見

て、どの文字であるかやその
文字が大文字であるか小文字
であるかを識別する活動

・ 不規則に並んだ活字体の文字を見ながら、該当する
文字に丸を付ける。

・ 自分の名前の綴りを言って、自分の名前を相手にし
っかりと伝える。

イ 　 活字体で書かれた文字を見
て、その読み方を適切に発音
する活動

・ 歌やチャンツを使って、文字には、名称と音がある
ことに気付かせる。

・ 指定したアルファベットから始まる単語をペアやグ
ループで協力して制限時間内に多く言う。

ウ 　 日常生活に関する身近で簡単
な事柄を内容とする掲示やパ
ンフレット等から、自分が必
要とする情報を得る活動

・ 海外旅行のパンフレットから行きたい国で有名な食
べ物やおすすめの季節等の情報を得る。

・ テレビ番組欄から、曜日や見たいスポーツ等の情報
を得る。

エ 　 音声で十分に慣れ親しんだ簡
単な語句や基本的な表現を絵
本等の中から識別する活動

・ 絵本の読み聞かせをし、やりとりを行う中で、絵本
の文から該当する単語を見付ける。

・ 小学校の思い出アルバムを作成し、互いのアルバム
を読んで、その意味を捉えさせる。

○単元における「読むこと」の言語活動の例（第５学年 “When is your birthday?”）
上記のアからエの言語活動に対して、単元における「読むこと」に関わる言語活動例を示します。
時 活動例 言語活動例　（読むこと）
第
１
・
２
時

　祭りや行事に関するまとま
りのある話を聞いておおよそ
の内容を捉える。

・アルファベットの大文字や小文字を識別する。
・12か月の読み方を言う。
・行事の読み方を言う。
・誕生日カードを読む。
・誕生日カードの To の後ろに自分の名前を書く。

第
３
時

　好きな物について尋ねたり
答えたりする。

・色やスポーツの読み方を言う。

第
４
時

　誕生日等を聞き取ったり、
誕生日に欲しい物を尋ねたり
答えたりする。

・12か月の読み方を適切に発音する。
・色の読み方を適切に発音する。
・スポーツの読み方を適切に発音する。
・誕生日カードの From の後ろに自分の名前を書く。

第
５
時

　誕生日カードを書く。 ・アルファベットの大文字や小文字を識別する。
・誕生日カードに12か月を表す単語を大文字で書く。
・12か月の読み方を適切に発音する。

第
６
時

　誕生日カードを書きながら、
慣れ親しんだ表現を見て、意
味が分かるようにする。

・アルファベットの大文字や小文字を識別する。
・書いた12か月を表す単語の読み方を適切に発音する。

第
７
時

　カードに書かれている誕生
日を読もうとする。

・カードを贈り合い、カードを読む。
・書かれている内容について会話する。
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研修12　読むことについて①
○研修のねらい
　「研修12」では、外国語科「読むこと」が設定された経緯や目標等を知り、言語活動を
どのように単元に位置付けるか、児童の活動をどのように進めるかを考えます。そのこと
を通して「読むこと」を取り入れた単元づくりの基本について学びます。

外国語科「読むこと」の概要
　外国語科「読むこと」の設定の経緯や、目標、指導上の留意点、中学年の外国語活動で
の文字に関する指導について確認します。

○「読むこと」に関連した従来の外国語活動の課題
　・ 音声中心で学んだことが、中学校の段階で「音声から文字への学習」に円滑に接続さ

れていないこと。
　・ 高学年は、児童の抽象的な思考力が高まる段階であり、より体系的な学習が求められ

ること。 等

○「読むこと」の目標
ア　活字体で書かれた文字を識別し、その読み方を発音することができるようにする。
イ　音声で十分に慣れ親しんだ簡単な語句や基本的な表現の意味が分かるようにする。

　・中学年の「話すこと」、「聞くこと」の活動を踏まえた学習となるようにすること。
　・中学校の内容の前倒しではなく、音声と文字とを関連付ける指導に留めること。

○「読むこと」の留意点
　高学年から発達の段階に応じて段階的に文字を「読むこと」を加えて総合的・系統的に
扱う教科学習を行うとともに、中学校への接続を図ることを重視します。
　・ 「推測しながら読む」ことにつながるよう、音声で十分に慣れ親しんだ語句や基本的

な表現について、音声と文字とを関連付けて指導すること。
　・ 日本語と英語との語順等の違いや、関連のある文や文構造のまとまりを認識できるよ

うにすること。

○中学年の外国語活動での文字に関する指導
３「指導計画の作成と内容の取扱い」
　⑵　イ 　文字については、児童の学習負担に配慮しつつ、音声によるコミュニケー

ションを補助するものとして取り扱うこと。

解説編
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■研修番号・研修名

■研修のねらい
研修で身に付
けたいこと等
を掲載

■研修内容例①
研修内容の
要点を掲載

■研修内容例②
参考となる資料等
を掲載
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５分 ○研修を振り返ること。 ○ 研修を通して学んだことや今後
の検討事項等を共有する。

○研修例（15分）

時間 研修項目 研修内容 使用する物
10分

５分

○ 外国語科「読むこと」
の概要について理解す
ること。

○研修のねらいを伝える。
○ 外国語科「読むこと」の概要を

伝える。
・ 「読むこと」に関連した従来の

外国語活動の課題
・「読むこと」の目標
・「読むこと」の留意点
・中学年での指導等

○ 「読むこと」の言語活動例を伝
える。

・本書Ｐ62、63
・ 小学校学習指導

要領解説
　外国語編

新学習指導要領における外国語「読むこと」の扱い

　新学習指導要領により、外国語活動が高学年から中学年へ移行し、高学年に外国語
科が新設されたため、小学校に中学校の内容が前倒しされたかのような印象を受ける
かもしれません。しかし、そうではありません。高学年に導入された外国語科の目標
を「読むこと」に着目して読むと、
⑴�　読むことに慣れ親しみ、実際のコミュニケーションにおいて活用できる基礎的な
技能を身に付けること。

⑵�　音声で十分に慣れ親しんだ外国語の語彙や基本的な表現を推測しながら読み、自
分の考えや気持ち等を伝え合うことができる基礎的な力を養うこと。

が挙げられています。
　⑴は、これまでに慣れ親しみ、声に出せるようになっている語彙や表現を可視化し
たものを、推測して読めることであって、音声と綴りの関係を理解し、未習の語彙を
読めるようになることを目的としているわけではありません。
　また、⑵は、児童が大まかな意味を理解する方法に慣れていることを前提としてい
ますので、単語を見て、何度も発音されるのを聞いて、文字と音の関係を大まかに理
解し、慣れ親しんだ単語が読めるようになることを求めています。
　中学校で発音と綴りとを関連付けて指導することに留意し、小学校では音声と文字
とを関連付ける指導に留めます。

コラム
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研修12　読むことについて①
○事前に準備する物
　・小学校学習指導要領解説　外国語編（文部科学省　平成29年７月）
　・Hi, friends! ２
　・研修12「解説編」（Ｐ62、63）　　　　　　　　　・演習シート（Ｐ92、93）　

○研修の留意点
　・ 「読むこと」の単元計画を立案する際、研修対象者が中学年での音声による指導や、

中学校での指導を意識できるようにすること。

○研修例（45分）

時間 研修項目 研修内容 使用する物
８分 ○ 外国語科「読むこと」

の概要について理解す
ること。

○ウォームアップを行う。
○研修のねらいを伝える。
・ 「読むこと」と聞いてイメージ

することを研修対象者にインタ
ビューして、従来の中学校での
指導との違いを明確にする。

○ 「読むこと」に関連した従来の
外国語活動の課題、「読むこと」
の目標、「読むこと」の留意点、
中学年での指導等について説明
する。

・本書Ｐ62、63

32分 ○ 外国語科「読むこと」
の言語活動について理
解すること。

○ 「読むこと」の言語活
動を取り入れた単元の
流れを考えること。

○ 外国語科「読むこと」の言語活
動について説明する。

○ 一単元の中に「読むこと」の言
語活動をどのように取り入れて
いくかを考えるようにする。

（グループ活動：15分）
・ 児童が大文字と小文字を識別し

たり、読み方を発音したり、情報
を得たり、語句や表現を識別した
りすることを意識する。

・考えた活動の流れを共有する。

・ 小学校学習指導
要領解説

　外国語編
・Hi, friends! ２

・演習シート
　Ｐ92、93

研修の実際編
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■研修番号・研修名

■事前に
　準備する物
■研修の留意点

■研修例（45分）
研修項目、
研修内容及び
使用する物を
掲載

■コラム
用語の説明等、研
修内容や外国語教
育の理解に役立つ
事項を掲載
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資料
　本書の第３章は、演習シート例及び演習シート、プレゼンテーション画面を掲載してい
ます。演習を適宜入れることで学びを深めることができます。
　なお、これらの資料は、東京都教職員研修センターのホームページからダウンロードで
きます。

【研修５　演習シート例と演習シート】
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研修５　（Ｐ34～37）　演習シート例

演習　目標に合わせた授業展開を考え、情報交換をします。
作成の視点　①　目標にあった活動、形態、教材・教具、時間設定を考える。
　　　　　　②　HRT（学級担任）の活動と ALT との連携を設定する。
※児童の実態（想定）…前時までに、「Rainbow」の歌や虹の写真を基に、色の表現を学習している。
記入例

時間 ○学習内容　 ・児童の活動 ● HRT　▲ ALT　☆評価（方法） ◇教材・教具
２分 ・挨拶をする。

・ カラータッチゲームをする。 ●色の絵カードを提示する。

　T：Let’s touch somethinɡ red.

　C： （発見したら、タッチして座る。）Red!

　※第１時と同様に行う。
３分 ・「Rainbow」を歌う。

記入例

● 色の部分を歌うことができるように、歌に合わ

せて絵カードを指し示す。

◇ CD

◇絵カード
37分 〇�好きな色や好きではない色

を伝えること。

・教師が見たい虹を知る。

・�自分が見たい虹について友

達と伝え合う。

・�キーワードゲームをする。

●�塗り絵を掲示し、色の絵カードを示す。

　I�like （色）.→その色を塗る。

　I�don’t�like （色）.→その色を塗らない。

　�他の色についても同様の活動を繰り返して児童

の理解を促す。

　（例） My�rainbow�is�red,�yellow,�pink,�green,�

purple,�orange�and�blue.

▲�担任と共に活動し、児童の理解を促す。

☆好きな色や好きではない色を “I�like�～.” や 

　“I�don’t�like～.” の表現を使って答えている。

（行動観察）

●  “I�like�～.”、“I�don’t�like～.” を使用する。

　�例えば、ペアをつくり “I�don’t� like～.” をキー

ワードにし、それを言ったら目の前の消しゴム

を取る…のようなルールとする。

３分 ○ 振り返りをすること。

・挨拶をする。

◇ 振り返り

カード

学年：３
単元名：  My rainbow 

（小学校第３・４学年外国語活動指導資料　Lesson４） （２/ ５時）

目標：好きな色や好きではない色を “I like ～.” や “I don’t like ～. ” を使って伝え合おうとする。

準備物：・“Rainbow” の CD　・色の絵カード

ウォームアップ・導入

展開

まとめ
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研修５　（Ｐ34～37）　演習シート

演習　目標に合わせた授業展開を考え、情報交換をします。
作成の視点　①　目標にあった活動、形態、教材・教具、時間設定を考える。
　　　　　　②　HRT（学級担任）の活動と ALT との連携を設定する。
※児童の実態（想定）…前時までに、「Rainbow」の歌や虹の写真を基に、色の表現を学習している。

時間 ○学習内容　・児童の活動 ● HRT　▲ ALT　☆評価（方法） ◇教材・教具
３分 ・挨拶をする。

・「Rainbow」を歌う。

●色の絵カードを提示して確認する。

● 色の部分を歌うことができるように、歌に合わ

せて絵カードを指し示す。

５分 ・キーワードゲームをする。 ▲担任と共に演示し、児童の理解を促す。

34分

３分 ○ 振り返りをすること。

・挨拶をする。

◇ 振り返り

カード

学年：３ 単元名：  My rainbow 
（小学校第３・４学年外国語活動指導資料　Lesson４） （３/ ５時）

目標： 好きな色や好きではない色について “Do you like～?” と “Yes, I do.” や “No, I don’t.”
の表現を使って答えたり尋ねたりする。

準備物：・“Rainbow” の CD　・色の絵カード

ウォームアップ・導入

まとめ
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■演習シート
そのまま使用する以
外にも、学校の実態
や目的に合わせて作
り直すことが可能

■演習シート例
記入例は書体を
変えて記載


